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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月23日(2015.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成サブフレームと近隣セルの対応するＴＤＤ
構成サブフレームとの間の干渉タイプを判断することと、
　前記干渉タイプに基づいて前記サービングセル中の装置のための送信電力を設定するこ
とと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記サービングセル中の前記装置がユーザ機器（ＵＥ）を備え、送信電力を設定するこ
とが、前記ＵＥのためにアップリンク（ＵＬ）開ループ電力制御パラメータのセットを適
用することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　干渉タイプを判断することは、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームがＵＬサブフレームであ
るとき、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のダウンリンク（ＤＬ）サブフレームとを備えると
き、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプを識別することと
を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用することが、ＵＬ－ＵＬ
干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第１のＰOを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干
渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第２のＰOを適用することと
を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
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　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用することが、ＵＬ－ＵＬ
干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第１のαを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉
タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第２のαを適用することとを備える、請求項３に
記載の方法。
【請求項６】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用することが、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第１のＰOを適用することと、
ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第２のＰOを適用することと、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第１のαを適用することと、Ｕ
Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第２のαを適用することと
を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記サービングセル中の前記装置が基地局（ｅＮＢ）を備え、前記送信電力を設定する
ことが、前記ｅＮＢのためのＤＬ送信電力を設定することを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　干渉タイプを判断することは、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが、両方ともＤＬサブフ
レームであるか、または両方ともスペシャルサブフレームであるとき、ＤＬ－ＤＬ干渉タ
イプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＤＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、ＤＬ－ＵＬ干
渉タイプを識別することと
を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ＤＬ－ＤＬ干渉タイプＤＬサブフレームの場合、ＤＬ送信電力を設定することが、前記
ＤＬ送信電力を固定の全電力ＤＬ送信に設定することを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＤＬ－ＵＬ干渉タイプＤＬサブフレームの場合、ＤＬ送信電力を設定することが、前記
近隣セルのＵＬ開ループ電力制御パラメータに従って前記ＤＬ送信電力を調整することを
備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記近隣セルの前記ＵＬ開ループ電力制御パラメータが構成要素ＰOとセル固有パラメ
ータαとを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成のサブフレームをアンカーサブフレームの
セットと非アンカーサブフレームのセットとにグループ化することと、
　アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの前記セットとのための
それぞれのアップリンク（ＵＬ）送信電力を計算することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項１３】
　サブフレームをグループ化することは、
　前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵ
Ｌサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、前記サービングセ
ルの１つまたは複数のサブフレームをアンカーフレームに指定すること
を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　サブフレームをグループ化することは、
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　前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵ
Ｌサブフレームと前記近隣セル中の（ダウンリンク）ＤＬサブフレームとを備えるとき、
前記サービングセルの１つまたは複数のサブフレームを非アンカーサブフレームに指定す
ること
を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　ＵＬ送信電力を計算することが、アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブ
フレームの前記セットとのための別個のＴＰＣコマンドを受信することを備える、請求項
１２に記載の方法。
【請求項１６】
　アンカーサブフレームのためのＵＬ送信電力を計算することが、アンカーサブフレーム
の前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、ＵＬ
送信電力を蓄積するか、または完全に設定することを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　非アンカーサブフレームのためのＵＬ送信電力を計算することが、非アンカーサブフレ
ームの前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、
ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定することを備える、請求項１５に記載の方
法。
【請求項１８】
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成サブフレームと近隣セルの対応するＴＤＤ
構成サブフレームとの間の干渉タイプを判断するための手段と、
　前記干渉タイプに基づいて前記サービングセル中の装置のための送信電力を設定するた
めの手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１９】
　前記サービングセル中の前記装置がユーザ機器（ＵＥ）を備え、送信電力を設定するた
めの前記手段が、前記ＵＥのためにアップリンク（ＵＬ）開ループ電力制御パラメータの
セットを適用するための手段を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　干渉タイプを判断するための前記手段は、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームがＵＬサブフレームであ
るとき、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のダウンリンク（ＤＬ）サブフレームとを備えると
き、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプを識別することと
を行うように構成された、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用するための前記手段が、
ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のＰOを適用することと、Ｕ
Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のＰOを適用することとを行う
ように構成された、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用するための前記手段が、
ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のαを適用することと、をも
つ前記ＵＬ－ＤＬ干渉タイプサブフレームのために第２のαを適用することとを行うよう
に構成された、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
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タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用するための前記手段が、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のＰOを適用することと、
ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のＰOを適用することと、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のαを適用することと、Ｕ
Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のαを適用することと
を行うように構成された、請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記サービングセル中の前記装置が基地局（ｅＮＢ）を備え、前記送信電力を設定する
ための前記手段が、前記ｅＮＢのためのＤＬ送信電力を設定するための手段を備える、請
求項１８に記載の装置。
【請求項２５】
　干渉タイプを判断するための前記手段は、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが、両方ともＤＬサブフ
レームであるか、または両方ともスペシャルサブフレームであるとき、ＤＬ－ＤＬ干渉タ
イプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＤＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、ＤＬ－ＵＬ干
渉タイプを識別することと
を行うように構成された、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　ＤＬ送信電力を設定するための前記手段が、ＤＬ－ＤＬ干渉の場合、前記ＤＬ送信電力
を固定の全電力ＤＬ送信に設定するように構成された、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　ＤＬ送信電力を設定するための前記手段が、ＤＬ－ＵＬ干渉の場合、前記近隣セルのＵ
Ｌ開ループ電力制御パラメータに従って前記ＤＬ送信電力を調整するように構成された、
請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記近隣セルの前記ＵＬ開ループ電力制御パラメータが構成要素ＰOとセル固有パラメ
ータαとを備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成のサブフレームをアンカーサブフレームの
セットと非アンカーサブフレームのセットとにグループ化するための手段と、
　アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの前記セットとのための
それぞれのアップリンク（ＵＬ）送信電力を計算するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３０】
　サブフレームをグループ化するための前記手段は、前記サービングセルと近隣セルとの
対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＵ
Ｌサブフレームとを備えるとき、前記サービングセルの１つまたは複数のサブフレームを
アンカーフレームに指定するように構成された、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　サブフレームをグループ化するための前記手段は、前記サービングセルと近隣セルとの
対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＤ
Ｌサブフレームとを備えるとき、前記サービングセルの１つまたは複数のサブフレームを
非アンカーサブフレームに指定するように構成された、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　ＵＬ送信電力を計算するための前記手段が、アンカーサブフレームの前記セットと非ア
ンカーサブフレームの前記セットとのための別個のＴＰＣコマンドを受信するための手段
を備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
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　アンカーサブフレームのためのＵＬ送信電力を計算するための前記手段が、アンカーサ
ブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに基づ
いて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定するように構成された、請求項３２
に記載の装置。
【請求項３４】
　非アンカーサブフレームのためのＵＬ送信電力を計算するための前記手段が、非アンカ
ーサブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに
基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定するように構成された、請求項
３２に記載の装置。
【請求項３５】
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成サブフレームと近隣セルの対応するＴＤＤ
構成サブフレームとの間の干渉タイプを判断することと、
　前記干渉タイプに基づいて前記サービングセル中の装置のための送信電力を設定するこ
とと
を行うように構成された処理システム
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３６】
　前記サービングセル中の前記装置がユーザ機器（ＵＥ）を備え、前記処理システムが、
前記ＵＥのためにアップリンク（ＵＬ）開ループ電力制御パラメータのセットを適用する
ように構成された、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記処理システムは、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームがＵＬサブフレームであ
るとき、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のダウンリンク（ＤＬ）サブフレームとを備えると
き、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプを識別することと
を行うように構成された、請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記処理システムが、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのた
めに第１のＰOを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのため
に第２のＰOを適用することとを行うように構成された、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記処理システムが、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのた
めに第１のαを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために
第２のαを適用することと
を行うように構成された、請求項３７に記載の装置。
【請求項４０】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記処理システムが、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のＰOを適用することと、
ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のＰOを適用することと、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のαを適用することと、Ｕ
Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のαを適用することと
を行うように構成された、請求項３７に記載の装置。
【請求項４１】
　前記サービングセル中の前記装置が基地局（ｅＮＢ）を備え、前記処理システムが、前
記ｅＮＢのためのＤＬ送信電力を設定するように構成された、請求項３５に記載の装置。
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【請求項４２】
　前記処理システムは、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが、両方ともＤＬサブフ
レームであるか、または両方ともスペシャルサブフレームであるとき、ＤＬ－ＤＬ干渉タ
イプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＤＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、ＤＬ－ＵＬ干
渉タイプを識別することと
を行うように構成された、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記処理システムが、ＤＬ－ＤＬ干渉の場合、前記ＤＬ送信電力を固定の全電力ＤＬ送
信に設定するように構成された、請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記処理システムが、ＤＬ－ＵＬ干渉の場合、前記近隣セルのＵＬ開ループ電力制御パ
ラメータに従って前記ＤＬ送信電力を調整するように構成された、請求項４２に記載の装
置。
【請求項４５】
　前記近隣セルの前記ＵＬ開ループ電力制御パラメータが構成要素ＰOとセル固有パラメ
ータαとを備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成のサブフレームをアンカーサブフレームの
セットと非アンカーサブフレームのセットとにグループ化することと、
　アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの前記セットとのための
それぞれのアップリンク（ＵＬ）送信電力を計算することと
を行うように構成された処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項４７】
　前記処理システムは、前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記
サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えると
き、前記サービングセルの１つまたは複数のＵＬサブフレームをアンカーフレームに指定
するように構成された、請求項４６に記載の装置。
【請求項４８】
　前記処理システムは、前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記
サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＤＬサブフレームとを備えると
き、前記サービングセルの１つまたは複数のＵＬサブフレームを非アンカーサブフレーム
に指定するように構成された、請求項４６に記載の装置。
【請求項４９】
　前記処理システムが、アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの
前記セットとのための別個のＴＰＣコマンドを受信するように構成された、請求項４６に
記載の装置。
【請求項５０】
　前記処理システムが、アンカーサブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で計
算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定
するように構成された、請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記処理システムが、非アンカーサブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で
計算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設
定するように構成された、請求項４９に記載の装置。
【請求項５２】
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成サブフレームと近隣セルの対応するＴＤＤ
構成サブフレームとの間の干渉タイプを判断することと、
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　前記干渉タイプに基づいて前記サービングセル中の装置のための送信電力を設定するこ
とと
を行うためのコードを備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５３】
　前記サービングセル中の前記装置がユーザ機器（ＵＥ）を備え、前記コンピュータ可読
記憶媒体が、前記ＵＥのためにアップリンク（ＵＬ）開ループ電力制御パラメータのセッ
トを適用するためのコードをさらに備える、請求項５２に記載のコンピュータ可読記憶媒
体。
【請求項５４】
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームがＵＬサブフレームであ
るとき、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のダウンリンク（ＤＬ）サブフレームとを備えると
き、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプを識別することと
を行うためのコードをさらに備える、請求項５３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５５】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記コンピュータ可読記憶媒体が、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブ
フレームのために第１のＰOを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフ
レームのために第２のＰOを適用することとを行うためのコードをさらに備える、請求項
５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５６】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記コンピュータ可読記憶媒体が、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブ
フレームのために第１のαを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレ
ームのために第２のαを適用することとを行うためのコードをさらに備える、請求項５４
に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５７】
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記コンピュータ可読記憶媒体が、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のＰOを適用することと、
ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のＰOを適用することと、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のαを適用することと、Ｕ
Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のαを適用することと
を行うためのコードをさらに備える、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５８】
　前記サービングセル中の前記装置が基地局（ｅＮＢ）を備え、前記コンピュータ可読記
憶媒体が、前記ｅＮＢのためのＤＬ送信電力を設定するためのコードをさらに備える、請
求項５２に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５９】
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが、両方ともＤＬサブフ
レームであるか、または両方ともスペシャルサブフレームであるとき、ＤＬ－ＤＬ干渉タ
イプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＤＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、ＤＬ－ＵＬ干
渉タイプを識別することとを
行うためのコードをさらに備える、請求項５８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６０】
　ＤＬ－ＤＬ干渉の場合、前記ＤＬ送信電力を固定の全電力ＤＬ送信に設定するためのコ
ードをさらに備える、請求項５９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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【請求項６１】
　ＤＬ－ＵＬ干渉の場合、前記近隣セルのＵＬ開ループ電力制御パラメータに従って前記
ＤＬ送信電力を調整するためのコードをさらに備える、請求項５９に記載のコンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項６２】
　前記近隣セルの前記ＵＬ開ループ電力制御パラメータが構成要素ＰOとセル固有パラメ
ータαとを備える、請求項６１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６３】
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成のサブフレームをアンカーサブフレームの
セットと非アンカーサブフレームのセットとにグループ化することと、
　アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの前記セットとのための
それぞれのアップリンク（ＵＬ）送信電力を計算することと
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６４】
　前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵ
Ｌサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、前記サービングセ
ルの１つまたは複数のＵＬサブフレームをアンカーフレームに指定するためのコードをさ
らに備える、請求項６３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６５】
　前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵ
Ｌサブフレームと前記近隣セル中のＤＬサブフレームとを備えるとき、前記サービングセ
ルの１つまたは複数のＵＬサブフレームを非アンカーサブフレームに指定するためのコー
ドをさらに備える、請求項６３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６６】
　アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの前記セットとのための
別個のＴＰＣコマンドを受信するためのコードをさらに備える、請求項６３に記載のコン
ピュータ可読記憶媒体。
【請求項６７】
　アンカーサブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣコ
マンドに基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定するためのコードをさ
らに備える、請求項６６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６８】
　非アンカーサブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣ
コマンドに基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定するためのコードを
さらに備える、請求項６６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　[0140]以上の説明は、当業者が本明細書で説明された様々な態様を実行できるようにす
るために提供される。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範
囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾し
ない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されてい
ない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するも
のである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは複数の
」を表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたっ
て説明された様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明
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細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書に
開示するいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているか
どうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「
のための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファ
ンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成サブフレームと近隣セルの対応するＴＤＤ
構成サブフレームとの間の干渉タイプを判断することと、
　前記干渉タイプに基づいて前記サービングセル中の装置のための送信電力を設定するこ
ととを備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記サービングセル中の前記装置がユーザ機器（ＵＥ）を備え、送信電力を設定するこ
とが、前記ＵＥのためにアップリンク（ＵＬ）開ループ電力制御パラメータのセットを適
用することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　干渉タイプを判断することは、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームがＵＬサブフレームであ
るとき、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のダウンリンク（ＤＬ）サブフレームとを備えると
き、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプを識別することとを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用することが、ＵＬ－ＵＬ
干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第１のＰOを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干
渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第２のＰOを適用することとを備える、Ｃ３に
記載の方法。
［Ｃ５］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用することが、ＵＬ－ＵＬ
干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第１のαを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉
タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第２のαを適用することとを備える、Ｃ３に記載
の方法。
［Ｃ６］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用することが、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第１のＰOを適用することと、
ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第２のＰOを適用することと、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第１のαを適用することと、Ｕ
Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記ＵＬサブフレーム中で第２のαを適用することとを備える
、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記サービングセル中の前記装置が基地局（ｅＮＢ）を備え、前記送信電力を設定する
ことが、前記ｅＮＢのためのＤＬ送信電力を設定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　干渉タイプを判断することは、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが、両方ともＤＬサブフ
レームであるか、または両方ともスペシャルサブフレームであるとき、ＤＬ－ＤＬ干渉タ
イプを識別することと、
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　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＤＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、ＤＬ－ＵＬ干
渉タイプを識別することとを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　ＤＬ－ＤＬ干渉タイプＤＬサブフレームの場合、ＤＬ送信電力を設定することが、前記
ＤＬ送信電力を固定の全電力ＤＬ送信に設定することを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ＤＬ－ＵＬ干渉タイプＤＬサブフレームの場合、ＤＬ送信電力を設定することが、前記
近隣セルのＵＬ開ループ電力制御パラメータに従って前記ＤＬ送信電力を調整することを
備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記近隣セルの前記ＵＬ開ループ電力制御パラメータが構成要素ＰOとセル固有パラメ
ータαとを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成のサブフレームをアンカーサブフレームの
セットと非アンカーサブフレームのセットとにグループ化することと、
　アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの前記セットとのための
それぞれのアップリンク（ＵＬ）送信電力を計算することとを備える、ワイヤレス通信の
方法。
［Ｃ１３］
　サブフレームをグループ化することは、
　前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵ
Ｌサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、前記サービングセ
ルの１つまたは複数のサブフレームをアンカーフレームに指定することを備える、Ｃ１２
に記載の方法。
［Ｃ１４］
　サブフレームをグループ化することは、
　前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵ
Ｌサブフレームと前記近隣セル中の（ダウンリンク）ＤＬサブフレームとを備えるとき、
前記サービングセルの１つまたは複数のサブフレームを非アンカーサブフレームに指定す
ることを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ＵＬ送信電力を計算することが、アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブ
フレームの前記セットとのための別個のＴＰＣコマンドを受信することを備える、Ｃ１２
に記載の方法。
［Ｃ１６］
　アンカーサブフレームのためのＵＬ送信電力を計算することが、アンカーサブフレーム
の前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、ＵＬ
送信電力を蓄積するか、または完全に設定することを備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　非アンカーサブフレームのためのＵＬ送信電力を計算することが、非アンカーサブフレ
ームの前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、
ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定することを備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成サブフレームと近隣セルの対応するＴＤＤ
構成サブフレームとの間の干渉タイプを判断するための手段と、
　前記干渉タイプに基づいて前記サービングセル中の装置のための送信電力を設定するた
めの手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１９］
　前記サービングセル中の前記装置がユーザ機器（ＵＥ）を備え、送信電力を設定するた
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めの前記手段が、前記ＵＥのためにアップリンク（ＵＬ）開ループ電力制御パラメータの
セットを適用するための手段を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　干渉タイプを判断するための前記手段は、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームがＵＬサブフレームであ
るとき、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のダウンリンク（ＤＬ）サブフレームとを備えると
き、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプを識別することとを行うように構成された、Ｃ１９に記載の装
置。
［Ｃ２１］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用するための前記手段が、
ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のＰOを適用することと、Ｕ
Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のＰOを適用することとを行う
ように構成された、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用するための前記手段が、
ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のαを適用することと、をも
つ前記ＵＬ－ＤＬ干渉タイプサブフレームのために第２のαを適用することとを行うよう
に構成された、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２３］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、ＵＬ開ループ電力制御パラメータのセットを適用するための前記手段が、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のＰOを適用することと、
ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のＰOを適用することと、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のαを適用することと、Ｕ
Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のαを適用することとを行うよ
うに構成された、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記サービングセル中の前記装置が基地局（ｅＮＢ）を備え、前記送信電力を設定する
ための前記手段が、前記ｅＮＢのためのＤＬ送信電力を設定するための手段を備える、Ｃ
１８に記載の装置。
［Ｃ２５］
　干渉タイプを判断するための前記手段は、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが、両方ともＤＬサブフ
レームであるか、または両方ともスペシャルサブフレームであるとき、ＤＬ－ＤＬ干渉タ
イプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＤＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、ＤＬ－ＵＬ干
渉タイプを識別することとを行うように構成された、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　ＤＬ送信電力を設定するための前記手段が、ＤＬ－ＤＬ干渉の場合、前記ＤＬ送信電力
を固定の全電力ＤＬ送信に設定するように構成された、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ＤＬ送信電力を設定するための前記手段が、ＤＬ－ＵＬ干渉の場合、前記近隣セルのＵ
Ｌ開ループ電力制御パラメータに従って前記ＤＬ送信電力を調整するように構成された、
Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２８］
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　前記近隣セルの前記ＵＬ開ループ電力制御パラメータが構成要素ＰOとセル固有パラメ
ータαとを備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成のサブフレームをアンカーサブフレームの
セットと非アンカーサブフレームのセットとにグループ化するための手段と、
　アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの前記セットとのための
それぞれのアップリンク（ＵＬ）送信電力を計算するための手段とを備える、ワイヤレス
通信のための装置。
［Ｃ３０］
　サブフレームをグループ化するための前記手段は、前記サービングセルと近隣セルとの
対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＵ
Ｌサブフレームとを備えるとき、前記サービングセルの１つまたは複数のサブフレームを
アンカーフレームに指定するように構成された、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　サブフレームをグループ化するための前記手段は、前記サービングセルと近隣セルとの
対応するサブフレームが前記サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＤ
Ｌサブフレームとを備えるとき、前記サービングセルの１つまたは複数のサブフレームを
非アンカーサブフレームに指定するように構成された、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３２］
　ＵＬ送信電力を計算するための前記手段が、アンカーサブフレームの前記セットと非ア
ンカーサブフレームの前記セットとのための別個のＴＰＣコマンドを受信するための手段
を備える、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３３］
　アンカーサブフレームのためのＵＬ送信電力を計算するための前記手段が、アンカーサ
ブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに基づ
いて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定するように構成された、Ｃ３２に記
載の装置。
［Ｃ３４］
　非アンカーサブフレームのためのＵＬ送信電力を計算するための前記手段が、非アンカ
ーサブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに
基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定するように構成された、Ｃ３２
に記載の装置。
［Ｃ３５］
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成サブフレームと近隣セルの対応するＴＤＤ
構成サブフレームとの間の干渉タイプを判断することと、
　前記干渉タイプに基づいて前記サービングセル中の装置のための送信電力を設定するこ
ととを行うように構成された処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３６］
　前記サービングセル中の前記装置がユーザ機器（ＵＥ）を備え、前記処理システムが、
前記ＵＥのためにアップリンク（ＵＬ）開ループ電力制御パラメータのセットを適用する
ように構成された、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記処理システムは、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームがＵＬサブフレームであ
るとき、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のダウンリンク（ＤＬ）サブフレームとを備えると
き、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプを識別することとを行うように構成された、Ｃ３６に記載の装
置。
［Ｃ３８］
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　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記処理システムが、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのた
めに第１のＰOを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのため
に第２のＰOを適用することとを行うように構成された、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記処理システムが、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのた
めに第１のαを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために
第２のαを適用することとを行うように構成された、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４０］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記処理システムが、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のＰOを適用することと、
ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のＰOを適用することと、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のαを適用することと、Ｕ
Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のαを適用することとを行うよ
うに構成された、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記サービングセル中の前記装置が基地局（ｅＮＢ）を備え、前記処理システムが、前
記ｅＮＢのためのＤＬ送信電力を設定するように構成された、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記処理システムは、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが、両方ともＤＬサブフ
レームであるか、または両方ともスペシャルサブフレームであるとき、ＤＬ－ＤＬ干渉タ
イプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＤＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、ＤＬ－ＵＬ干
渉タイプを識別することとを行うように構成された、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記処理システムが、ＤＬ－ＤＬ干渉の場合、前記ＤＬ送信電力を固定の全電力ＤＬ送
信に設定するように構成された、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記処理システムが、ＤＬ－ＵＬ干渉の場合、前記近隣セルのＵＬ開ループ電力制御パ
ラメータに従って前記ＤＬ送信電力を調整するように構成された、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記近隣セルの前記ＵＬ開ループ電力制御パラメータが構成要素ＰOとセル固有パラメ
ータαとを備える、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成のサブフレームをアンカーサブフレームの
セットと非アンカーサブフレームのセットとにグループ化することと、
　アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの前記セットとのための
それぞれのアップリンク（ＵＬ）送信電力を計算することとを行うように構成された処理
システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ４７］
　前記処理システムは、前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記
サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えると
き、前記サービングセルの１つまたは複数のＵＬサブフレームをアンカーフレームに指定
するように構成された、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記処理システムは、前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレームが前記
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サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＤＬサブフレームとを備えると
き、前記サービングセルの１つまたは複数のＵＬサブフレームを非アンカーサブフレーム
に指定するように構成された、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記処理システムが、アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの
前記セットとのための別個のＴＰＣコマンドを受信するように構成された、Ｃ４６に記載
の装置。
［Ｃ５０］
　前記処理システムが、アンカーサブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で計
算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設定
するように構成された、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記処理システムが、非アンカーサブフレームの前記セットに属するサブフレーム中で
計算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完全に設
定するように構成された、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５２］
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成サブフレームと近隣セルの対応するＴＤＤ
構成サブフレームとの間の干渉タイプを判断することと、
　前記干渉タイプに基づいて前記サービングセル中の装置のための送信電力を設定するこ
ととを行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラ
ム製品。
［Ｃ５３］
　前記サービングセル中の前記装置がユーザ機器（ＵＥ）を備え、前記コンピュータ可読
媒体が、前記ＵＥのためにアップリンク（ＵＬ）開ループ電力制御パラメータのセットを
適用するためのコードを備える、Ｃ５２に記載の製品。
［Ｃ５４］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームがＵＬサブフレームであ
るとき、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のダウンリンク（ＤＬ）サブフレームとを備えると
き、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプを識別することとを行うためのコードを備える、Ｃ５３に記載
の製品。
［Ｃ５５］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記コンピュータ可読媒体が、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレ
ームのために第１のＰOを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレー
ムのために第２のＰOを適用することとを行うためのコードを備える、Ｃ５４に記載の製
品。
［Ｃ５６］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記コンピュータ可読媒体が、ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレ
ームのために第１のαを適用することと、ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレーム
のために第２のαを適用することとを行うためのコードを備える、Ｃ５４に記載の製品。
［Ｃ５７］
　ＵＬ開ループ制御パラメータの前記セットがＵＥ固有構成要素ＰOとセル固有パラメー
タαとを備え、前記コンピュータ可読媒体が、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のＰOを適用することと、
ＵＬ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のＰOを適用することと、
　ＵＬ－ＵＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第１のαを適用することと、Ｕ
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Ｌ－ＤＬ干渉タイプをもつ前記サブフレームのために第２のαを適用することとを行うた
めのコードを備える、Ｃ５４に記載の製品。
［Ｃ５８］
　前記サービングセル中の前記装置が基地局（ｅＮＢ）を備え、前記コンピュータ可読媒
体が、前記ｅＮＢのためのＤＬ送信電力を設定するためのコードを備える、Ｃ５２に記載
の製品。
［Ｃ５９］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが、両方ともＤＬサブフ
レームであるか、または両方ともスペシャルサブフレームであるとき、ＤＬ－ＤＬ干渉タ
イプを識別することと、
　前記サービングセルと前記近隣セルとの対応するサブフレームが前記サービングセル中
のＤＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを備えるとき、ＤＬ－ＵＬ干
渉タイプを識別することとを行うためのコードを備える、Ｃ５８に記載の製品。
［Ｃ６０］
　前記コンピュータ可読媒体が、ＤＬ－ＤＬ干渉の場合、前記ＤＬ送信電力を固定の全電
力ＤＬ送信に設定するためのコードを備える、Ｃ５９に記載の製品。
［Ｃ６１］
　前記コンピュータ可読媒体が、ＤＬ－ＵＬ干渉の場合、前記近隣セルのＵＬ開ループ電
力制御パラメータに従って前記ＤＬ送信電力を調整するためのコードを備える、Ｃ５９に
記載の製品。
［Ｃ６２］
　前記近隣セルの前記ＵＬ開ループ電力制御パラメータが構成要素ＰOとセル固有パラメ
ータαとを備える、Ｃ６１に記載の製品。
［Ｃ６３］
　サービングセルの時分割複信（ＴＤＤ）構成のサブフレームをアンカーサブフレームの
セットと非アンカーサブフレームのセットとにグループ化することと、
　アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフレームの前記セットとのための
それぞれのアップリンク（ＵＬ）送信電力を計算することとを行うためのコードを備える
コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ６４］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレー
ムが前記サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＵＬサブフレームとを
備えるとき、前記サービングセルの１つまたは複数のＵＬサブフレームをアンカーフレー
ムに指定するためのコードを備える、Ｃ６３に記載の製品。
［Ｃ６５］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記サービングセルと近隣セルとの対応するサブフレー
ムが前記サービングセル中のＵＬサブフレームと前記近隣セル中のＤＬサブフレームとを
備えるとき、前記サービングセルの１つまたは複数のＵＬサブフレームを非アンカーサブ
フレームに指定するためのコードを備える、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ６６］
　前記コンピュータ可読媒体が、アンカーサブフレームの前記セットと非アンカーサブフ
レームの前記セットとのための別個のＴＰＣコマンドを受信するためのコードを備える、
Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ６７］
　前記コンピュータ可読媒体が、アンカーサブフレームの前記セットに属するサブフレー
ム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または完
全に設定するためのコードを備える、Ｃ６６に記載の方法。
［Ｃ６８］
　前記コンピュータ可読媒体が、非アンカーサブフレームの前記セットに属するサブフレ
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ーム中で計算された前記ＴＰＣコマンドに基づいて、ＵＬ送信電力を蓄積するか、または
完全に設定するためのコードを備える、Ｃ６６に記載の方法。
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